
 

 

指定管理者制度の理解と実践 ―公民パートナーシップ（PPP）の基礎― 

 

  
     

 

講師：稲沢 克祐 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科教授 
 

会計に強い公務員を目指すプログラムを担当。群馬県庁にて、地方税、予算編成(財政課)の仕事に

従事。NPM 改革の進む英国に 2 年間駐在した後、大学教員に転職。英国自治体の行財政改革を研

究テーマとし、実践活動としては、外務省政策評価アドバイザリー委員、名古屋市行政評価委員長、

川西市経営評価委員長など、国、自治体にて、数多くの公職を歴任。主な著書に「英国地方政府会

計改革論」(ぎょうせい、2006 年)、「公会計(新訂版)」(同文舘出版、2009 年)、「自治体における公会

計改革」(同文舘出版、2009 年)、「自治体 歳入確保の実践方法」(学陽書房、2010 年)、「自治体の

予算編成改革」(ぎょうせい、2012 年)、「増補版 行政評価の導入と活用」(イマジン出版、2012 年)、

「自治体の財政診断と財政計画」(学陽書房、2013 年)がある。 

 

 

 

■講座概要 

平成１８年度から地方自治体において本格的に導入されている指定管理者制度について、ここで、制度の概要と意義

を整理します。特に、今後、制度の成否を握ると考えられる「モニタリングと評価」の効果的な取り組み方について、理

解を深めます。 

また、包括的民間委託や PFI など、公民パートナーシップ（ＰＰＰ）の手法について、その基本を整理し、公共施設等の

対策の先進例についても学びます。 

 

■受講をお勧めしたい方 

・地方自治体において指定管理者制度を進める担当課や公の施設等の所管課の職員の方。 

・公の施設の指定管理者となっている組織の職員の方。 

・民間企業において、国・地方自治体等からの事業の受託等も含め、包括的民間委託や PFI など PPP の手法に関心の

ある方。 

 
 

■カリキュラム 

第１回 ４/１９(水) １０：３０～１３：００ 公民パートナーシップ（ＰＰＰ）導入の背景と理論、指定管理者制度の概要 

PPP を含む行政経営改革の理論を解説し、PPP の様々な手法を概観していきます。理論を理解することで、各手法

の論点が明確になります。その上で、指定管理者制度の基本的な仕組み、概要を解説します。 

 

第２回 ４/１９(水) １４：００～１６：３０ 指定管理者制度の進め方（１）対象施設の選定、評価選定の進め方等のポイント 

指定管理者制度について、対象施設の選定、指定管理者選定の進め方、協定書のポイントなど、初めての方にもわ

かりやすく、実際の自治体事例を基に説明します。その上で、モニタリングと評価の概要について、説明します。 

 

 

第３回 ４/２０(木) １０：３０～１３：００ 指定管理者制度の進め方（２）モニタリングと評価の実際例、リスク管理と対応 

指定管理者制度について、モニタリングと評価について、実際の自治体事例を基に、その制度設計の仕方・着眼点な

ど、初めての方にもわかりやすく、実際の自治体事例を基に説明します。また、債務不履行などのリスク管理と対応に

ついて、説明します。 

 

第４回 ４/２０(木) １４：００～１６：３０ 公民パートナーシップ（PPP）の手法と事例、PFI の実践的理解 

公民パートナーシップ（PPP）の多様な手法について、具体的事例について解説します。指定管理者制度とも関連の深

い PFI について、その仕組みを解説します。PFI 事業を決定する際の評価視点、および、実施途上にある PFI 事業の評

価・モニタリングの手法について、初めての方にもわかりやすく事例を基に説明します。 

 


